
為替週間展望＝ドル円は１０９～１１０円台で一進一退の動きか

　　　　　　　　　　［９月１３日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    9 月 6 日～ 9 月 10 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  109.72   110.45( 8)    109.62( 9)    109.95   +0.24

ユーロ・ドル  1.1882   1.1886( 6)    1.1802( 8)    1.1826   -0.0054

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    30,381.84    +1253.73     日本10年債利回り   0.049   +0.007

ダウ平均株価    34,879.38     -489.71     米10年債利回り     1.297   -0.025

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１３日　米８月財政収支

１４日　豪第２四半期住宅価格指数

　　　　日本７月鉱工業生産指数確報値

　　　　英８月雇用統計

　　　　スイス８月生産者輸入価格

　　　　カナダ７月製造業出荷

　　　　米８月消費者物価指数

１５日　ＮＺ第２四半期経常収支

　　　　日本７月機械受注高

　　　　中国８月小売売上高、中国８月鉱工業生産指数

　　　　英８月消費者物価指数、英８月生産者物価指数、英８月小売物価指数

　　　　ユーロ圏７月鉱工業生産指数

　　　　米９月ＮＹ連銀製造業景気指数、米８月輸入価格指数

　　　　カナダ８月消費者物価指数

　　　　米８月鉱工業生産・設備稼働率

１６日　ＮＺ第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）

　　　　日本８月貿易収支

　　　　豪８月雇用統計

　　　　ユーロ圏７月貿易収支

　　　　米８月小売売上高、米新規失業保険申請件数

　　　　米９月フィラデルフィア連銀景況指数

　　　　カナダ７月卸売売上高

　　　　米７月対米証券投資

１７日　英８月小売売上高

　　　　ユーロ圏７月経常収支

　　　　ユーロ圏８月消費者物価指数確報値

　　　　米９月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米国でのテーパリングは年内のどこかで決定するとみられ。米長期

金利は緩やかに上昇する可能性が高まり、これはドル買い要因となりそう。一方で米長

期金利の上昇は株価には重石となるため、これは円買いにつながりやすくなる。こうし

た中、ドル円は１１０円を中心とするもみ合いとなるとした。

　　　　

【ドル円は１１０円を挟んでのもみ合い】

　３日発表の８月の米雇用統計では、非農業部門雇用者数（ＮＦＰ）が事前予想の前月

比７３．３万人増に対して、前月比２３．５万人増にとどまったことを受けて、ドル売
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りが強まった。ドル円は１０９．９０付近から１０９．６０円近辺まで下落した。

　　

　その後のドル円は７日に米１０年債利回りが１．３８％台まで上昇したことなどを受

けて１１０．３０台まで上昇した。１１０円台前半でもみ合いを見せた後は１１０円を

割り込むなど、１１０円近辺で目立った方向感なく一進一退の動きを繰り返している。

　　

　テーパリングに関しては、今後の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）のどの時点で決

定して、いつから開始されるかが焦点となっている。市場では、「１１月のＦＯＭＣで

決定して、１２月に開始」「１２月のＦＯＭＣで決定して、１月に開始」といった見方

が広がりつつある。

　　

　８月の米雇用統計で非農業部門雇用者数は市場予想を下回ったものの、「テーパリン

グは年内の１１月か１２月のＦＯＭＣで決定して、１２月か来年１月に開始する」との

見方は根強い。新型コロナウイルスのデルタ株の感染拡大で経済指標の一部に鈍化が見

られたとしても、テーパリング実施へ向けて着実に進むとみられる。

　　

　デルタ株の感染拡大が米国経済へ極端な悪影響を及ぼさない限りは、テーパリングは

年内のどこかで決定するとみられる。その場合、米長期金利が緩やかに上昇傾向で推移

するとみられることから、ドルの下支え要因となりそうだ。１４日に発表される８月の

米消費者物価指数が特に注目される。パウエルＦＲＢ議長が主張しているように「物価

上昇は一時的なもの」と認識できるような結果となるかが注目される。

　　

　テーパリング観測は米国のハイテク株などの重石となる可能性もあり、その場合は円

高に振れる要因となる。こうした中、ドル円は米経済指標や米長期金利の動向に左右さ

れながらも１０９～１１０円台で一進一退の動きが継続するとみられる。ドル円の目先

の予想レンジは、１０９．００～１１１．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１３日に米８月財政収支、１４日に日本

７月鉱工業生産指数確報値、米８月消費者物価指数、１５日に日本７月機械受注高、米

９月ＮＹ連銀製造業景気指数、米８月輸入価格指数、米８月鉱工業生産・設備稼働率、

１６日に日本８月貿易収支、米８月小売売上高、米新規失業保険申請件数、米９月フィ

ラデルフィア連銀景況指数、米７月対米証券投資、１７日米９月ミシガン大学消費者信

頼感指数速報値などがある。

　　

【ユーロドルはもみ合いで推移か】

　９日に開催された欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会では、主要政策金利を据え置いた。

注目されたパンデミック緊急購入プログラム（ＰＥＰＰ）の規模に関しては、１兆８５

００億ユーロに維持することを決定した。また、少なくとも２０２２年３月までは継続

する方針も決めた。なお、債券購入のペースはこれまでの２四半期と比べて緩やかにす

るとしている。債券購入のペースを緩やかにしても、良好な金融環境は維持可能として

いる。ＥＣＢにスタッフ予想では、今年の経済成長率見通しを６月時点の＋４．６％か

ら＋５．０％に上方修正した。

　　

　米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）がテーパリングに向けて年内に動き始める方向性を

見せており、ＥＣＢの出方が注目されていた。こうした中、緩やかに出口を模索する方

向性を打ち出した。ラガルド総裁は記者会見で、「ユーロ圏の景気回復は進展してい

る」「回復はワクチン接種の進展で進んだ」など述べた。なお、債券購入ペースの減速

はテーパリングではないと強調した。

　　

　ＥＣＢ理事会やラガルド総裁の記者会見を通過した後、ユーロドルは１．１８台での

振幅となった。方向感が定まらない動きとなっており、ユーロドルは１．１８台を中心

とするもみ合いで推移するとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは１．１７５０

～１．１９００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１４日に豪第２四半期住宅価格指数、英８

月雇用統計、スイス８月生産者輸入価格、１５日にＮＺ第２四半期経常収支、中国８月

小売売上高、中国８月鉱工業生産指数、英８月消費者物価指数、英８月生産者物価指

数、英８月小売物価指数、ユーロ圏７月鉱工業生産指数、カナダ８月消費者物価指数、



１６日にＮＺ第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）、豪８月雇用統計、ユーロ圏７月貿易収

支、１７日に英８月小売売上高、ユーロ圏７月経常収支、ユーロ圏８月消費者物価指数

確報値などがある。
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